
問題１ 

（１） 
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□
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ればいけない。１から１０までの中で、すでに、１から５までの数は使われているので、６、

７、８、９、１０を使って、
６

５
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（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【気づいたこと】 

  分母に使われている３、４、６、１０の中に、積になる数がある。 

  
２

３
 × 

５

４
 × 

８

６
 × 

９

１０
  ＝ １ を基本にして、積にしたい数と１を入れかえる

と式をつくることができる。 

答え  お…     か…     き…     く… ８ ６ ９ 10 
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（３） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【つくれない積があった場合の数字と理由】 

積が１から１０になる式のうち、積が７以外の数になる式に７を使うことはない。そこで、

１から１０までの数字のうち７以外の数の積を、次のように考えると、７は出てこない。 

 １×２×３×４×５×６×８×９×１０ 

＝１×２×３×（２×２）×５×（２×３）×（２×２×２）×（３×３）×（２×５） 

積が７になるように、けに７を入れると、あからくまでに、どの数字を入れても約分して、

７になることはない。 

７は素数で、２から１０までの数字の中に、約数も倍数もない。 

このことから、積が７になる式をつくることはできない。 

 

 

 

積が２になる式 
３
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積が５になる式 
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積が７になる式 つくることができない。 
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積が９になる式 
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問題２ 

（１） 

図２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           答え  167.47 cm 

（２） 

図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      答え 230.27  cm 

 

図２から、頂点Ａは、半径 10ｃｍ、中心角 120°の

おうぎ形を８個えがいている。 

中心角 120°のおうぎ形３個で円になるから、頂点

Ａがえがいた線から、円が２個、中心角が 240°のお

うぎ形が１個できる。 

・円周＝直径×3.14 

・おうぎ形の周りの長さ＝直径×3.14×
中心角

３６０
 

 円周は、20×3.14＝62.8 62.8ｃｍとなる。 

 中心角 240°のおうぎ形の周りの長さは、 

 20×3.14×
２４０

３６０
＝41.866… 41.87ｃｍとなる。 

62.8＋62.8＋41.87＝167.47 167.47ｃｍとなる。 

だから、頂点Ａがえがいた線の長さは、167.47ｃｍ

である。 

図３から、頂点Ｂは、中心角 210°のおうぎ形を４

個と中心角 120°おうぎ形を４個えがいている。 

ここで、中心角 210°のおうぎ形を 150°と 60°の

おうぎ形に分けて、円をつくる。 

150°＋150°＋60°＝360°から、円が２個できて、

中心角 60°のおうぎ形が２個残る。  

また、中心角 120°のおうぎ形を中心角 60°のおう

ぎ形２個に分けて、円をつくると、60°×6＝360°か

ら、円が１個できて、中心角 60°のおうぎ形が２個残

る。 

残った中心角 60°のおうぎ形を４個合わせると、 

中心角 240°のおうぎ形になる。 

円３個の円周は、20×3.14×３＝188.4  

中心角 240°のおうぎ形の周りの長さは、 

20×3.14×
２４０

３６０
＝41.866… 

合計は 188.4＋41.87＝230.27 230.27ｃｍとな

る。 

だから、頂点Ｂがえがいた線の長さは、230.27ｃｍ

である。 
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（３） 

 【問題】 

  図４のように、正三角形ＡＢＣを時計回りに転がし、１辺が３０ｃｍの正三角形の周り

を一周させたとき、頂点Ｃがえがいた線の長さを求めましょう。 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】 

図５から、頂点Ｃは、中心角 240°のおうぎ形を３個と中心角 120°のおうぎ形を３個

えがいている。中心角 240°のおうぎ形と中心角 120°のおうぎ形を１個ずつ合わせると、

240°＋120°＝360°となり、円が１個できる。円周を求めると、直径 20ｃｍなので、 

20×3.14＝62.8 62.8ｃｍとなり、同じ大きさの円が３個あるので、62.8×３＝188.4 

188.4ｃｍになる。 

だから、頂点Ｃがえがいた線は、188.4ｃｍである。 
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問題３ 

（１） 

 まず、１Ｌあたり、１ｋｗｈあたりに何ｋｍ走るかを求める。 

ガソリン車は、１６Ｌで２４０ｋｍだから、２４０÷１６＝１５で、１Ｌで１５ｋｍ走る

ことになる。 

ハイブリッド車は、２５Ｌで８００ｋｍだから、８００÷２５＝３２で、３２ｋｍとなる。 

電気自動車は１５０ｋｗｈで１２００ｋｍだから、１２００÷１５０＝８で、８ｋｍとな

る。 

 次に、１年間にガソリンを何Ｌ、電気を何ｋｗｈ使うかを求める。さくらさんの家では、

１年間に１２０００ｋｍ走るので、そのきょりを１Ｌ、１ｋｗｈで走るきょりでわればよい。 

ガソリン車は、１２０００÷１５＝８００ で、８００Ｌ 

ハイブリッド車は、１２０００÷３２＝３７５ で、３７５Ｌ 

電気自動車は、１２０００÷８＝１５００ で、１５００ｋｗｈとなる。 

 最後に、１年間でガソリン代や電気料金がいくらになるかを、それぞれの自動車で求める。

ガソリンは１Ｌ１２０円、電気は１ｋｗｈ１２円である。 

だから、ガソリン車は、１２０×８００＝９６０００で、９６０００円になる。 

ハイブリッド車は、１２０×３７５＝４５０００で、４５０００円になる。 

電気自動車は、１２×１５００＝１８０００で、１８０００円になる。 
 

ガソリン車     ９６０００ 円 

ハイブリッド車     ４５０００ 円 

電気自動車     １８０００ 円 



（２） 

 

 

【求め方】 

 ハイブリッド車と電気自動車の値段を、それぞれガソリン車の値段と比べると、ハイブリ

ッド車は３０万円、電気自動車は６０万円高い。 

 また、１年間のガソリン代や電気料金は（１）で求めたとおりである。それぞれの自動車

で、ガソリン車との値段の差に、１年ごとのガソリン代や電気料金を加えた金額を表に表し

てみると、次のようになる。 

 
 

   ガソリン車 ハイブリッド車 電気自動車 

ガソリン車と
の値段の差 0     300000 600000 

１年目 96000 345000 618000 

２年目 192000 390000 636000 

３年目 288000 435000 654000 

４年目 384000 480000 672000 

５年目 480000 525000 690000 

６年目 576000 570000 708000 

７年目 672000 615000 726000 

８年目 768000 660000 744000 

９年目 864000 705000 762000 

10年目 960000 750000 780000 

11年目 1056000 795000 798000 

12年目 1152000 840000 816000 

  

この表から、ハイブリッド車が一番安くなる期間は、６年以上１１年以下となることが分

かる。 

 

答え       ６ 年以上     １１ 年以下 


